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明治 辭典のことば  

官報

官 報 甲午六月二十一日

伝曰安置罪人李容元島配罪人權鳳熙安孝濟呂圭亨並放 伝曰放逐鄕里罪人金允植蕩滌敘用 藥房

口伝 啓曰夜來 中宮殿 腫侯益臻康復乎下情憧憧不任伏慮當進之湯劑及敷貼之方不容不趂早議

定亟許臣率医官人 許千万顯祝惶恐敢 啓 答曰知道今旣平復卿等不必入侍矣更易煩 啓 伝曰

輕囚放釋左右捕廳在囚賊徒外並放

二十二日

義禁府安置罪人李容元島配罪人權鳳熙安孝濟呂圭亨並放事 命下矣全羅道羅州牧黑山島囲籬安置

加棘罪人李容元靈光郡荏子島島配罪人權鳳熙羅州牧智島島配罪人安孝濟等方在台 啓中並不得擧

行珍島府金甲島島配罪人呂圭亨放送事 分付該道道臣事 伝曰卽速擧行 伝曰兵曹判書許遞全羅

監司金鶴鎭 除授全羅監司之代長与府使朴齊純 除授 內務府前主事朴準陽本府主事差下 伝曰

內務主事朴準陽同副承旨 除授 伝曰三王不同礼五帝不同樂礼樂因時制宜況政治乎顧我邦介在東

亞樞要之地委靡不振由我政治之頹墮紊亂不思変通耳夫謀國之道用人爲先其四色偏党之論一切打破

不拘門地惟賢惟才是擧凡係內治外務務從時宜大小臣工各修奮力之義克相予寡味以新政治亟図保國

安民之策也可 伝曰左捕將許遞大護軍李元會 除授 伝曰前直長鄭雲鵬別軍職差下 伝曰有實故

玉堂許遞李源兢落点 伝曰凡今庶務遇有緊重事件先爲明于大院君前 伝曰今問都都下民日

草 記 開國五百三年七月十五日

軍國機務處 啓曰諸議員臣本日議案各條謹具淸單

恭呈 乙覽冀蒙 允施之意敢 啓

議 案

一罪人閔泳駿盜弄權柄罔 上虐民妖女金昌烈母假

托神靈操縱威福誅戮未加輿情如沸乃於月前有刑

曹叅議池錫永之疏而尙未承 允兪之處分誠不勝

抑 之至此非池錫永一人之言卽擧國公共之論也
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宜拿來嚴 明正其罪以罪人閔炯植言之貪饕成習

狂 無論管轄三道毒流百姓此而容貸其何以謝南

四故意 不實 申告 行 者

五職權 濫用 人民 權利 侵害 者

六下隸 指嗾 人民 財産 掠奪 者

七職務上 機密 漏洩 者

八職權 借用 私利 營 者

九怠慢 職掌 曠廢 者

十放蕩遊嬉 耽 者

十一職務 行 恥辱 者

第五條降級罰金譴責 其犯狀 輕重 斟量 適

勑令第一號 朕裁可公文式制使之頒布從前公文

頒布例規自本日廢止承宣院公事廳並罷之

開國五白三年十一月二十一日

大君主 御押 御璽奉 勑總理大臣金弘集

內務大臣

彙 報

官廳事項

受 勅 及 受 牒 到 任

淑陵叅奉 朱秉濬 十月二十日 大邱郵遞 十月

宮內府特進官 趙民熙 十月卄六日 司主事 白南直 十七

日

學事

慶尙北道觀察府公立小學校副敎員李周浩 解任 李斗錫

黃海道觀察府公立小學校副敎員具鳳書 解任 金希

善 北靑郡公立小學校副敎員金悳經 解任

號外 光武四年七月三日

宮 廷 錄 事

議政府贊政 宮內府大臣署理 宮內府

協辦臣尹定求謹

奏明日



出宮來問路以何門爲之乎敢

詔曰命宮內府特進官徐正淳爲弘文館學士

六月二十九日

弘文館學士金鶴鎭辭職䟽

批旨省䟽具悉所請依施

六月二十九日

部 令

學部令第十一號

外國語學校規則

叙 任

命弘文館學士叙勅任官三等 宮內府特進宮 徐正淳

李錫灐 辛孝鎭 金時鍊 張寅和

任通信司電話課主事叙判任官八等

以上六月二十九日

正 誤

光武四年六月二十七日號外官報

永禧殿營建都監別單中寫字官鄭台永陞六添入付票

官報定價票

一部 二錢 一個月條

六個月條 三元 一個年條

勅 令

勅令第二十二號

平安北道 咸鏡南北道 鎭衛大隊設寘件

第一條 平安北道 咸鏡南北道 鎭衛大隊 設寘 地方

鎭 邊境守備 專任 事

第二條 鎭衛大隊位寘 四處 分 隊號 地方 從

某某眞僞大隊 稱 事

第三條 各鎭衛大隊 五中隊 事

叙 任 及 辭 令

陞從二品

光武三年十月三日 正尉 李昌煥

陞從二品 通信院庶務局長 姜寅圭
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明治 辭典のことば  

明治時代

西歐諸國

譯語

明治 辭典 明治時代 明治時代のことば  

明治時代 漢字表記 語形

明治時代 明治のこ 

辭典 語 新時代 明治文化語と  語

義 收集 明治時代 江戶末期 大正時代 國

語辭典 述語辭典 庶民 字典

明治 辭典 東京塘出版 惣鄕正明 飛田良文 明治のことば  

時代

明治時代

意味 表記 語形

語義 解說 刊行年度 發行年度

明治 辭典 明治時代のことば  

抽象槪念

意志 決 該國政府 其要償 不應 意志 有 因 号

印刷 五 圖書 印刷 關 事項 号

影響 不少 影響 金融 及 号

衛生 衛生局掌傳染病豫防事務兼理醫藥牛痘等事叅議

演說 英國內閣總理大臣 侯 地方 演說中 号

開化 朕赤子懷恩而畏法安生而樂業咸知更張開化之亶出於爲民也 開國五百四年閏五月

二十日號外

會社 一農商衙門管理農業商務藝術漁獵種牧礦山地質及營業會社等一切事務



學年 第八條 學年 七月二十一日 始 翌年六月十五日 從 号

間接 官報 第三百卅七號 建陽元年五月卄八日 木曜

千百二十万千八百十三法間稅及間接收入二十億千六百八

感染 病 感染 或因此死亡 者 支給 恤金 開國五百四年閏

五月十三日號外

議員 處草記今日是會議之期而議員過半不進以致停議揆 開國五百三年八

月初八日

義塾 慶應義塾入學生 一百五十人 目的 前年度 設塾 付錄

義務 租稅及其他歲入 納上 可義務 終 者 号

共和 撰擧 然後獨立 發表 共和國 号

經濟 一山林局掌山林經濟私有山林統計及山林學校等事

警察 一法務衙門管理司法行政警察赦宥兼督高等法院以

藝術 一農商衙門管理農業商務藝術漁獵種牧礦山地質及

憲兵 工兵五聯隊八千三百人 憲兵 二万五千人 号

權利 自由國 除 外 參與 權利 有 凡一百

公園 河岸 道路橋梁 鐵道 電線 公園 車馬 建築 田野

工學 天文地理理學工學數理等 精通 者 号

工業 工業及工場 關 事項 号

社會 秩序 維持 社會 增進 曰體養 動作 開國五百四年二月

初二日

寫眞 一寫眞 其他禮拜 用 供 物 号

自由 党 保守黨 聯合、 自由黨

授業 內外敎育史及著名 敎育家 傳記 實地授業 方法 練習 号

主權 嶋 財政 監督 兼同嶋 對 西國主權 保持 号

出版 圖書出版 關 事項 号

情報 臺灣情報 号

數學 國文漢文歷史地理數學物理化學博物習字作文體操 号

選擧 義太國代議院長 選擧 草記 開國五百三年七月初三日

鐵道 椿等事叅議一員鐵道局長兼之主事一員

統計 三 統計報告 調査 關 事項

獨立 一割斷附依淸國慮念確建自主獨立基礎

美術 古物遺蹟 美術家建築家好古家 号

物理 地理數學物理化學博物習字作文體操 号

郵便 外國重要事項諸官廳廣告郵便船出發 号

令狀 輔助 又令狀 執行 号

曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 日曜日、 、 、 、 、
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明治 辭典 二語漢字語のことば  

明治 辭典のことば  

漢字語 日

本式漢字語 甲午更張
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日本式漢字語 日本近代漢字

語
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山本正秀 近代文体形成資料集成 櫻楓社

飛田良文 大正明治新語俗語辭典 東京堂出版  

佐藤喜代治編 近代 語彙 明治書院の



小林陽一 日本語 近代 岩波書店の

杉本 編 日本洋學小誌 酷星社つとむ

森岡健二 講座 日本語學 語彙史

森岡健二編 近代語 成立 明治期語彙編 明治書院の

飛田良文 明治生 日本語 淡交社まれの

任正爀 朝鮮科學技術史硏究 酷星社

  

歷史學硏究會編 日本史史料 近代 岩波書店

齋藤毅 明治 講談社のことば

鈴木修次 日本漢語 中國 中央公論社刊と
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要 旨

本稿 大韓帝國 官報 現 日本式漢字語 考察 世紀末以後 韓國語は の に れる について したのである。

語彙 日本式漢字語 入 本硏究 日本式漢字語 流入時期 経路 明の には が っている はこれらの の と を らか。

硏究 一部 本稿 明治 辭典 表題語 明治時代 日本 使 單にする の である では のことば にある を に で われた。   

語 官報 明治 辭典 表題語 有無 調 調査 結果 官報としてみて にこれらの のことば にある の を べた の、   。 、

發行 初期 日本式近代漢字語 使用 確認 本稿 近代日本語 流入には の から が されたことが できた は の の。

問題 硏究 本人 基礎的 硏究 一 官報 資料 調査を する の な の つとして を として したものであるが まだ、 、

問題 少 今回 調査 官報全体 一部 該當 兩が なくない たとえば の は からみれば ほんの に する なので。 、 、 、

官報全体 分 一 近代日本漢字語 判別 問題 各 漢字がどうかはまだ かりにくい もう つは の の である 々の。 。

語 對 使 始 國 明 難 多 効果的 調査分析法に して い めた を らかにすることは しい また いデータの な の。

開發 今後 問題 解決 努力 續 官報 使 近代日本漢字語 問題 考である この を する を けて に われた の を え。 、

行 思て きたいと う。

近代語 日本式漢字語 大韓帝國官報 純漢文体 翻譯体キーワード ハングル、 、 、 、 、

國漢文混用体、

서울시 강남구 신사동住 所

電 話


